
20.冷凍および空気調和装置

REFRIGERATfNG SYSTEM AND AIR CO卜!D[TlONING EQU[PMENT

昭和36年度にお目~る冷凍機および空調横関係の機器ならびに空

調設備の需要は,国内産業全般の好景気にともない,前年度に比べ

㈹躍的な増加を示した｡

ターボ冷凍機においてほ,空調∬,_L 用ともにその需要は増大

したが,特に空調用としてほビルのマン㌧モス化による1,000冷凍ト

ソ級の大容量の需要とともに,100冷凍トソ以下の小容量の

増大が特に日だった現象であった｡二丁

要の

用としてほ低温用ターボ冷

凍機の完成により,さらにこの分野における 冷 された｡

HMC冷凍撥,小形冷凍機ほともに増大する需要にこたえて,そ

の生産設備を一

発を行った｡

Lて量産体制の強化を行うとともに,新機種の開

簡易冷房横として年々その需要を増大しているエアーコンディシ

ョナは,36年度においてほ特に著しい需要を示し,この需要にこた

えて新機種の開発とともに,性能の改善を行い,前年度をさらに上

まわる販売を行った｡

車両冷房機器のうちカークーラは口座セドリック用として設計改

善を行ったダッシュ形が,前年度に引き続いて納入され好評を博し

た｡

アイスクリームストッカ,ショーケースほアイスクリームの需要

の増大,食品衛生の普及,改善にともない,その 要は年々増大の

一途を辿っているが,36年度は新機種を加えて大いに拡販を行い,

優秀な性能,少ない故障,完全なるサービスなどにより好評を博し

た｡

36年度空調枚器の一環として新たに開発した製品として温風暖房

機がある｡本棟は日立サーモブロックの商品名で35年の冬に試作

販売を行い,36年の冬より本格的に市販を行ったものである｡

20.1

20.l.1ターボ冷:東棟

冷暖房および工

凍 機

用として広く使用され好評を得ている日立ター

ボ冷凍機ほ,産業界の発展と相待って,毎年着実に販路を拡張して

きた｡

冷房装 については,1基800冷凍トソの大容量のものが,すで

に完成しているが,さらにビルのマンモス化により,一段と容量の

増加が行われている｡さらに小容量範囲においては,旧来往復動冷

凍機が使用されていた｡100冷凍トン以下の分野に着々と進出し,

Rl13冷媒を使用するターボ冷凍機の限界と考えられる40冷凍トン

まで完成された｡ターボ冷凍機は往復動冷凍機に比較して,騒音,

振動が少なく,また操作,保守が簡単であるなど,種々の特長が需

認に者要

一方工

されてきており,ますます需要が増大している｡

用としても,生産の合理化計画にしたがい,ターボ冷

機の需要が拡大されている｡

工業用として特記すべきことほ,間接冷却装置の冷却媒体として,

メタノールおよぴプロビレソグリコールを使用したそれぞれ300冷

凍トソ,120冷凍トンの低温澗ターボ冷凍機の完成である｡旧

の種冷却媒体としては,ソジュームプライソ,カルシウムプライソ

が使用されてきたが,腐食作用のため,保守に難点があった｡

これらのプライソは,適切な佐用によって,防食に役だち,本来

の枚能を十分発揮するが,反面伝熱作用が悪く,粘度が高いため流

体摩擦が大きく,また溶液の濃度による粘度変化が大きいなど種々

困難な要素をもっている｡本故については,各機器について,慎重

第1図 メタノールプライソを使用した300冷凍トン

ターボ冷凍機

な設計的考慮が払われ,年別こプライソ冷却器については,種々の条

件における理論的な解明とともに,予備実験により,プライソの性

状を完全につかんで,最も適切な設計がなされている｡日立製作所

では先にプライソ出口 度-300Cの極低温ターボ冷凍機を完成し

ているが,さらに本機の完成により,この分野における冷凍技術が

完全に確立された｡

20.1.2 日仙C冷;東棟

HMC冷凍機の生産も年ごとに増加しており,36年度には生産設

備が一新され,量産体制の強化が行われた｡

一方,新機種の開拓も着々と進んでおり,新たに密閉形HMC冷

凍機および75mm HMC冷凍機の仕込生産を開始した｡

(1)密閉形HMC冷凍機

電気冷蔵 またはパッケージ形空調棟の圧縮機はすでに以前よ

り密閉形化されているが,比較的容量の大きい汎用のHMC冷凍

機はまだ帝閉形化されていなかった｡日立製作所においてほ数年

前より本機種の試作に着手し,長期にわたる運転 験をへて,新

しく 45～65kWの密閉形HMC冷凍機の生産を開始した｡本機

第2図115mm密閉形HMC冷凍機



第3図 75mmHMC冷凍機

はわが国において初めて生産された新機種である｡

密閉形HMC冷凍機の特長を列記すると下記のとおりである｡

(a)冷媒漏洩のおそれのある軸封がないので,冷媒の消耗量が

減少し,したがって運転維持費を少なくすることができる｡

(b)電動機と圧縮機が密閉されているので,騒音が著しく少な

くなる｡

(c)電動機軸と圧縮機軸が一一体となっているため,′｣､形にまと

まり,据付面積が従来のHMC冷凍機よりもさらに′トさくなる`〕

(2)75mm HMC冷凍機

HMC冷凍機は気筒径175mmと115mmの2機種が生慮され

ていたが,今世,気筒径75mmのものを完成し,新機種として

仕込生産を開始した｡

従来の機種に比べておもな特長を列.‡己すると下記のとおりであ

る｡

(a)115mm HMC冷凍機に比べ気筒径×衝程を115mmx90

mmから75mmx58mmに減少L,回転数を1,200rpm より

1,720rpmに上げたので,圧縮槻は非常に小形軽量化さjlた｡

(b)油上i)防IL装置(特許出願中)を内蔵しており,潤滑油が起

動時に泡だちを起した場合でも,その泡だちによって生ずる油卜

りを完全に防止している｡この池上り防止装置は,旺縮機のシャ

フトに取付けられた特殊なランナによって潤滑油中に生じた泡言･

つぶし,冷媒ガスと分離された潤滑油をラソナの遠心力でクラン

クケースにもどし,冷媒ガスのみをランナを適して出納枚吸人側

に くようになっている｡弟4図はこの油土り防1_ヒ装置の説明L文1

である｡

20.1.3 小形 冷 凍機

36年度も前年度に弓 要は大幅に伸び,すこぶるおう盛で

あった｡これに対応するために生産設備の拡充をはかるとともに,

品質の向上につとめ,35年度の165%にのばる生産実績をあげるこ

とができた｡

さらに,製品に直結した研究にも努力し,特に圧縮機の高速化に

よる小形軽量化,および冷凍機のホーミングによる油上りの防止に

ついての基礎研究を完了し,製品の改善と新機種の開拓を推進する

ことができた｡

小形冷凍機の用途は,空気調和装置のほか,恒温恒湿装置,食料

品貯蔵用の冷蔵庫およぴショーケース,極低温槽など多方面にわた

っているが,最近ほ,低温領域への進出が腰著になっている点は見

逃せないことである｡すなわち,低温に適した冷媒R-22を使用し

た冷凍装置や,冷媒R二13とR-22を使用した二元冷凍装置が一般

的に採用されるようになったことである｡

(ノ_)ランチ (≠)クランクシャフト
(カ反射撃 (､f:)ギャポンプ■
せ二)バランスウエイト(卓二)クランク室

第4図 油上り防止装置説明図

第5図 人域建設豊洲研究所納コンクリーート凍結融解試験槽

第6図 国立衛生研究所納生ワクチン低温貯蔵槽

以卜36年直に納入されたもののう~仁J_∴三の例にノバ､て述べる｡

(1)コンクリート凍結融解試験倍

大成建設株式会社豊州研究所に納入した･コンクリート凍結融解

試験槽は,供 体を】200Cないし+50Cの温度範囲で凍結,融

解を1日に6サイクル繰返しておこなうもので,試験槽,プライ
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ソ冷却装置,プライソ加熱装置および挫作盤より成っている｡

プライソ冷却装置には冷媒R-22を使用した7.5kWFVV4｣ニW

′卜形冷凍機を2台並列に運転して,プラインを-250Cの温度に冷

却Lている｡なお,加熱装置にほ電気ヒータキ用い,プラインの

限度な寸200Cに保-〕ている.､

(2)生ワクチン低温貯蔵槽

36年度には′ト児てとが全国的に拡がり,その■予防用の生ワクチ

ンを貯蔵する必要が生じてきた｡この生ワクチソの低温貯蔵槽は

¶800Cという低温が要求されるカ1普通の一般の冷凍サイクルで

は,このような低温をうることは困難である〔-.

国た刊防衛′h研究所に納めた牛ワクチンの低温貯蔵槽の冷却装

躍としてほ,冷媒Rp22な使用した0.75kW FV=-CW小形冷

機石了高圧側に,冷媒R-13を使月1した0.75kW CW小形冷凍機を

伏廿雄師こ用いた二元冷凍プんt着用川]しているし､

20.2 冷凍装置および空気調和装置

20.2.】冷;棄 装 置

近時【二業の進歩発展によF)_l f-H冷凍装酌まますます大形とな

り,か一〕特殊用途に拡大されてきている｡

11打製作所で初めて某√け由会社に納めた-1000Cの極低温用.プロ

パン＼エチレンの大形二元冷凍装置はその後順調な運転を続けてい

るが,36年度はそれをさらに改良し新い､冷却方法による効率のよ

い極低温装置を二期工 分とLて納入した｡

その他36年度の特記すべきことは新機種として開拓した横形往

復動圧縮機傭月]の冷凍装置が増大したことと低温領域への進出が麒

箸な点である｡なお応用装

却

の面においても,各 ガスの脱湿,冷

置,ならびに液化プロノミソ,ブタンの貯蔵移充てん装置(LPG)

などの 要が伸びている｡

富士製鉄株式会社室蘭製鉄所に納めた酸 脱湿装置(弟7図)は

30kg/cm2Gに圧縮された12,000Nm3/hの転炉用酸素を最低2OCま

で冷却脱湿する能力をもっている｡これほ冷媒R-12の高速多気

形冷凍機によりプラインを-2～ODCに冷却して酸素冷却器に送り酸

素を冷却するもので,特長としては30kg/cm2の酸素冷却器ならび

に高圧中における水分を大気中に放出するドレンタンクにくふうを

こらしている点である｡

また近時化学.~r二 や電力閑孫の計 用空気に使用される脱湿空気

の供給が急務となり,この需要に応ずるため,シリカゲルなとの吸

篇性を利用した脱湿装置を標準化して製作した｡

機種は空気量で40Nm3～315Nm8までを5種類に分けて標準化

しており,全自動連続運転の可能なものである｡

各機種は日立標準のオイルレス圧縮機と組み合わせて使用され,

使用空気の圧力は7kg/cm2で300Cで入ると-30OC(大気圧状態)

の露点まで脱湿する能力を有している(弟8図)｡

20.2.2 空気調和装置

大都市におけるビル建築ブームおよび各種｣二場の新増設の急増に

作い,これと不自J欠な空気調和儀置の普及は35年度にも増Lて,ま

ことに目ざましく,特にマンモスビルの空気調和装置は急速な普及

を見るに至った｡

日立製作所は電艶,機械の総合メーカーとしての特色を生かし,

常に斬新,適切な企画のもとに最新建築にマッチした低コスト, l育J

能率な空気調和装置を納入してきた｡

36年度納入したビル空気調和装置のおもなものは相鉄(高島鼠)増

築ビル(横浜),川瀬ビル(東京),錦糸町交通会館(東京),レストラ

ンシアターミカド(東京),口石ビル(東京),東建新宿ビル(東京),東

建俄浜ビル(供浜)など,ホーール空気調和装置としては群馬音楽セソ

ヤー--(群馬).また二Ⅰ二場空気調和装置としては某レイヨ:/工場の全_1二

第7｢実l富_j二製鉄株式会社室蘭製鉄所納酸素脱渾装匿

第8図 某化学工場納脱湿装置

第9図 レスト ラソシアター･ カド

場空気調和装置を35年度に引き続き納入した｡

特に液体除湿剤を併用Lた低湿度の空気調和分野を開拓し好評を

博している｡

20.2.3 クーリングタワー

近年冷却水の使用量は年々増加の一途をたどり,都市におけるビ
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第10図 錦 糸 町 交 通

第11図 群馬 県音楽 セ ソク
ー

第12図 空気調和周中形クーリングタワー

第13図 空気調和用大形クーリソグタワー

ル建築ブームに伴い,これと不可欠な空気調和装置の急増と相まっ

て冷凍枚用冷却水の欠乏はもちろんのこと,諸工業特に化学の高度

第14図 空気調和川人形クーリングクワ】

第15図 工業J二FJク ーリ ソグタ ワー

第16図 丸善石油株式会社本社ビル納集中制御盤

の発展につれてフロセス冷却水の不足は深刻な問題となり,これら

冷却水を再生して循還使用するためのクーリングタワー(水冷却堵)

が大きくクロ･-ズアップされた｡

日立製作所においては34年度より新たな構想に き小形,高能率

なクーリングタワーを開発して納入してきたが,35年度は20m8′′h

～100m3/hの空気調和用中形クーリングタワーを標準化し,これに

引き続き36年度は100～600m3/hの空気調和用大形クーリングタ

ワーの標準化を計り各方面に納入し,いずれも好調に運転している｡

また工業用大容量(大水量,高温度差)の構造物クーリソグタワー

もカウンターフロー式,クロスフロー式など各種納入して好評を博

している｡
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20.2.4 空気調和装置の集中制神

長近のビルディソグの空気調和装置はセントラル式あるいはゾー

ンコントロール式を適宜採用Lて高能率化される傾向にあるカ1こ

れらを合理的に運転するためには,

装を施すことが必要である｡

中制御方式を採用し適切な計

弟Id図は丸善石油株式会社本社ビルに納入した 中制御盤を示

す｡冷凍機制御,温,湿度調整,換気をすべて本態から行うととも

に,また20kV受電および動力電源設備も制御される｡縮小形配

盤の体裁は建築によくマッチし,大形ランプ

監視は容易となっている｡

示器の採用によって

20.3 ショーケース,ストッカー

アイスクリームが近代食生活のし好品として急速に普及するに従

い,製造面でも大企業において多量生産が行われ,これが販売容器

であるストッカーも年々多種多様の機種が要求されるとともにその

要も増大の一途をたどっている｡

また食生活の改善とともに最近大いに宣伝せられているインスタ

ント食品として大きくクローズアップされた冷凍食品の展示販売用

として低温ショーケースが要求され,また牛乳,/ミターなどの販売

用の中温ショーケースとともにその需要は急速に増大しつつある｡

これらの 要に対応するため生産設備の拡充と,生産技術の革新

と相まって,36年皮製品としてストッカーほ5機種,中温ショーケ

ース2機種,低温ショーケース1機種を市販し業界の要望に応じた｡

特に新製品としてRS-40ストッカー,RC-2201Mショーケースは

斬新な設計と優秀な性能とにより好評を博した｡35年度製品の改良

形であるRC-110A中温ショーケース,NC-180B低温ショーケー

ス,いずれもこれらの要求にこたえ好評を博した｡

20.3.1RS･40ストッカー

従来の特長にさらに改良を加えて新機種として市販したものであ

るがその特長を列記すると下記のとおりである｡

(1)蒸発器にアルミニウムのロールボンドシートを使用し,特

殊冷媒通路を採用したので効率よく均一に内部を冷却することが

できる｡また表面は強固なしゆう酸アルマイト処理が施してある

ので表面がさぴるおそれがなく,衛生的に長期間の使用に耐え,

アルミ蒸発器の真価を発揮したものといえる｡

(2)断熱材には断熱性能にすぐれ,かつ吸湿のほとんどないス

チロールの粒状発泡体を使用しているので熱絶縁はきわめて良好

で庫内温度一200C±20Cという冷力を完全に確保することがで

きた｡

(3)上部フタイタは鋼板とスチロ･-ル樹脂成形品とを巧みに組

み合わせた構造を採用しているので,強度,熱絶縁ともにすぐれ

ているうえに外観優美である｡

(4)ストッカーは蒸発器が非常な低温となるので,蒸発器の周

第17図 RS-40形アイスクリームストッカー
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囲の断熱材には吸湿が起りやすいものであるが,これを防ぐため

に蒸発器とフタイタの間に特殊なガスケットを使用し,また断熱

材の上部にほポリエチレンフイルムを用いて外部よりの湿気の侵

入を防いでいる｡

(5)陳列ケースは透明度よく,耐熱耐衝撃性にすぐれたものと

するためにアクリル系の特殊合成樹脂を用い,射出成形によって

製作している｡このため内部に取付けられた蛍光ランプとともに

アイスクリームの模型をきわめて美しく展示することができる｡

(6)販売取扱動作の便を考慮し,またアイスクリームの品種増

加に対し貯蔵効率をよくするため貯蔵庫は底を浅くし掛こ幅広く

した形を採用した｡

(7)従来のストッカーにおいては蒸発器の除霜を行う場合に

は,ストッカーの運転を停止し貯蔵庫の底に溶解してたまった水

を布にしみ込ませて排出していたが,RS-40では貯蔵庫の底に排

水管を設け,これから除霜の水を排出するようにした｡これによ

り除霜の水を従来よりはるかに簡単に短時間に排水できるように

なった｡なおこの排水管は冷却能力には全然関係のない構造をと

っている｡

20.3.2 RC-2201川ショーケース

ハム･ソーセージ･ベーコンなどの専用販売ショーケースとして

設計されたものであり前面および上部が完全に透視のきくセミオー

プソショーケースとしての新しい試みをもった斬新的な展示販売シ

ョーケースである｡その特長としては

(1)内容積が220Jという大形で冷凍サイクルも,125W圧縮

機2台を使用し冷力がセミオープソとしても100C以下が維持で

きる完全自動運転形式をとっている｡

(2)上面はアクリルの引戸式になっており,販売の最盛の時刻

には完全にオープソとなり食品を自由に取出して選択辞入のでき

るセミオープソショーケースである｡

(3)蒸発器にほストッカー同様アルミロールボソドシートを採

用し特殊なL字形構造をとり庫内の背面上部におかれ,上部引戸

がオープソの場合庫内の対流に対し十分なる考慮を払い庫内温度

分布が一様になる設計となっている｡

(4)上面後部はカウンタ台となり販売にきわめて便利である｡

(5)前面,上面が完全に透視のきく構造で庫内の食品が完全に

騎入老より識別ができ,上部ラソプケースとともに展示効果がき

わめて大きい｡

などで販売容器としての真価を遺憾なく発揮した｡

20.3.3 RC-110Åショーケース

このショーケースにおいては従来から特殊な断面形状をもつパイ

プ形の蒸発器を採用してきたが,RC-110A形においてはさらにこの

/くイブの配列を改良し冷却能力の向上と庫内温度の均一化を図っ

た｡次に温度調節掛こは"OFF""DEF""1～7"ノッチのほかに

第18図 RC-2201Mショ←ケース

197醐一

第19図 RC-110A形中温ショーケース
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"RUN"ノッチを持ったF｡形を採用した｡"RUN"ノッチはショ

ーケースの庫内温度いかんにかかわらず冷凍機を連続的に運転せし

〟)ることができるノ､ソチで,ショーーケースのとびらの開閉が非常に

ひん繁である場合,またほ一度に多量の食.冒,をすんやかに冷却した

い場合などに使用して便利である.,外観的には従来のものほ直面ガ

ラスのささえに白色合成樹脂を使用し,こjtを･外箱こネジl卜めして

いたが,RC-110A形ではステンレス製の取付わくを用いで11三伯け

ラスをささえるようにした｡このステンレス取付わくは特殊なスプ

リング圧着式で外箱に取付けられているので,ネジ顆ほ外に汁卜才一,

外観きわめて憧 である｡また1E面ガラス上部に30W蛍光灯をげく

付けたので夜間の展ホ販売にきわめて便利である.

20.4 冷凍機応用製品

20･4･lクレーン冷房装置

製鉄所や製鋼所そのほかに上江､て大量の鋳湯を運搬するレードル

クレーン∴や,灼熱Lたインゴットを運搬するストリ､ソバクレーン,

ピ､ソトクレーンなどの運転宅ほ外気温度が常時400C以_卜になりは

なはたしいときは700Cに及ぶことかある.j し_かも壌烈な輯射熱な

受けると同時に製鉄製鋼作業に伴う多量のちi)･やほこり,~有毒ガス

にさらされる悪条件のため運転者の体力の損耗が著し.かった′_

これらの作業に従事する運転者の保健対策とL･て運転軍を冷房し

て室内の気温を下げるとともに,外部のちりやほこりや有毒ガスを

新しようとする試みが数年前より考えられた二,日立製作所では昭

和28年以来すでに八幡製鉄所,富士製鉄,川崎製鉄などに数十台の

クレーン冷房装置を納入している実績を有し,これらの経験により

クレーン冷房装置として500S-SA,750S-SAを標準ユニットとして

製作Lた｡特に36年度はブラジルのウジ′ミナス･ジュラライス製鉄

所に対しては各種クレーン用とLて12台を納入し,わが国最初の

輸出クレーン冷房装置とLてその真価を遺憾なく発揮Lた｡

そのおもな構造はクーリングユニットとコソデンシソグユニット

の部分より成りこの間を現地においてクレーン完成配管により接続

できるようになっている｡また同装置にほ密閉形圧縮機を採用しク

レーン稼動中の振動に対しても十分考慮を払い,外気温度700Cとい

う高温に対しても十分耐えうるよう特殊の設計がなされている｡

204.2 除i塁轢,ウオータークーラー

わが国で最初に開発されそのすぐれた性能は外観デザインの斬新

さとともに常に好評を博してきたが,36年度においてはさらに改良

を加えHD-125除湿機,NJ-125ウオータークーラーとしてさらに

増加した需要に対して市販された｡

20.5 車両冷房楔器

一般の冷房装置の普及とともにカークーラー,バスクーラーの必

要性も年とともに増大し特にカークーラーについては従来の製品の

大半がトラソクタイプであったが,35年度に日立製作所が日 セド

リック用としてダッシュタイプの冷暖房兼用のェ7コンディショナ

を販売して好評を博するに及び,36年度の需要の比重がトランクタ

イプよリダッシュタイプに移った｡日立製作所においてもこれらの

動向に対して生産の中心をダッシュタイプにおき,輸入外車を対象

とした500-{CRおよび国産中形車用として300-CCRのトランクタ

イプのカークーラーの市販を行った｡

20.5.1セドリック用エアコンディショナー

35年度市販を行った日産セドリック用エアコソギィショナー3A

C-N形ほ,従来のカークーラーと異なり冷房暖房兼用でありセドリ

ックの自動車の設計と同時にこれに専用のェアコンディショナーと

して設計を行ったものである｡36年度はさらに次のような改良を加

えすぐれた性能とともに日立カークーラーの真価を高めた｡

評 第44巻 第1号

第201実lウノミナス納クレーン冷房装置

(クーーリン/ゲニニ､リト)

第21岡 ウジミナス納クレーン冷房装置

(コソデンシソグユニッり

第22図 日産セドリ､ソク3AC-Rェアコソディシノヨナー

(1)容積を可能な限f)′｣､さくして従 の約70% としデッドス

ペースの排除を行ったためこの種の製品として巌′｣､の大きさとな

り助手席のレッグルームのスペースが大きくなって,著しく乗心

地を改善することができた｡

(2)クーラユニットが小さくなり,さらに重量が軽減されたた

め従来のカークーラーでは車体のスプリン′グを交換する必要があ

/イニれ スプりンーグの~Fに簡単な座をかうだけで十分となった｡
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(3)クーラユニットの構造が簡単化してあり,すべての操作を

一つの盤にまとめ,この操作盤をインスッルメソトパネルに取付

けるようになったため,サービス点検が非常に簡略に行えるよう

になった｡

(4)カークーラーを取付けた卓では酷暑時にエンジンがオーバ

ヒートすることが問題になっているが,オーバヒートの対策は十

分考慮が払われ,ク〉ラなしの卓とまったく同じ状態で走行でき

るようになった仁)

(5)すでに取付済のカーヒーターを十分生かしダクトで 結し

ダンパの操作で簡単に冷房より暖房に切替えのできる構造とし
才_

以上のような改良改善を加えるとともに,デザインにも佐々検討

を加えた結果中毒のルーミイな感じとよく調和して完全に動く応接

間のアクセサリとなった｡

20.5.2 鉄道車両冷房機器

本項については別事鉄道車両の客車の項な参照されい､｡

20.る エアコンディショナー

･般冷房設備とLてのぺソケージ形エアコンディショナ岬に対す

る′需要はますます増加の一

があった｡

をたどり35年度をさらに上rrlIる需要

36年度のパッケージ形エアコンディショナは緬年塵はコンソール

形を含め5機種であ一-,たが,さらに1.5kW水冷,15kW水冷の2

機種,3.7kW空冷なC,ぴに5.5kWヒーrトポンプの計9機種となり

顧客の各値の用途に対し十二分にこたえる態勢が確立でせた｡新

品の概要ほ次のと一ねりである1=.

20.d,12000-FRパッケージ形エアコンディショナー

大部刷ここおけるど′Lディン′グおよぴ_l二場の新設,増設の急増に伴

いこれに付帯する空気調和装置の普及もまことに目ざましく にビ

ルディングの冷暖房装置は急速な発展と普及をんるに至っている｡

これらはいずれもターボ冷凍機か高速多気筒冷凍機を用いたセント

ラル方式のものが多かったが建設期間の短縮,保守点検の容易,据

付の簡易の点よf)大形パッケージを数台設置し従来のセントラル方

式にとって代る性向が見られている..-,これらの傾帥こ吐こじて設計さ

ゎたヰ)のが200トFRバッケーーソ形エア｣ンデイショナーーである√,

その特長としてほ

(l)7.5kW密閉形2台を使用L./二2サー ッ′しシスナムなとり

調 和 装 置 199

直入起動が可能で,したがって完全な自動運転ができるので従来

のセントラル方式の場合のように

を無人で

任運転者の必要がなく,数台

転することが可能である｡

(2)パ､ソナージ形ではあるが十分なダクトL二事が可能なように

風量風圧の設定を行ってある.･=

〔3)分割搬入が容易で,セントラ′レ方式に比較してき据付がわ

めて容易であるし､

などで,36年度市販したこの15kWパッケージ形コンディショナ

ーを契機に,将来ノ㍉ソケージ形エアコンディショナーはますます人

形化の傾向をとると思われる｡

20.る.2 200･FR/くッケージ形エアコンディショナー

36年この稚の容量わものとLて1.5kWコンソール形エア｣ソデ

ィショナーを市販したが,据付場所の条件によってほ水冷式のもの

む要求される､-ノこの要求に対応したのがこの1.5kW水冷式である｡

これはコソソー′レタイブと同様冷凍サイクルには全密閉形圧縮機2

わを使用しているので特に騒音の低いことが要求される個室とか応

接室の空調設備として好評を博した｡

20.る.3 500-FAR空冷式パッケージ形エアーコンディショナー

最近~東京,大阪などの大都市では水道設備の拡充が伴わず,■また

地下水の吸__卜げにより地盤沈下が き,このため水道水ならびに地

下水は冷房用冷却水に使用することを極度に制限されるに至った｡

従来この種の需割こ対してはクーリソグタワーを使用してきたので

あるが,まったく冷却水の陸川のできない場合の需要にこたえたの

がこの3.75kW空冷式パッケージ形エアコンディショナーーである｡

この空冷式パッケージ形エアコンデーショナーほ冷凍サイクルネ了

1つのキャビネット内に取まとめたもので,クーリングユニット都

とリモートコンデンサから成っており,この間を配管で接続する方

式をとっている｡従 のスプリ､ソト形エアコンディショナをパック'

ージタイプにしたものであるし,したがってクーリングユニット部は

水冷式の500--FR パッケージ形エアコンディショナーと外観,性

能ともになんら変るところはない｡1クーリングユニット部は室内に

据え付け,リモートコソデソサは適当な屋根上 空地に据え付け,

簡単な冷媒配管で装置として完成する｡空冷式の場合も水冷

梯すべての操作をパッケージ本体で行うことができ,かつ冬季暖房

も水冷式と同様に蒸気加熱器,電気加熱器~を組ふ込むことが可能で

取扱容易なェアコンディショナである｡

20.d.4750一人YRヒートポンプ式パッケージエアコンディショナー

第23圃 2,00トFRパッケージ形 第24図 500-FARバッケ】ジ形 第25図 500一RCRリモート

ェァコソディシ′ヨナー エアコソディショナー コンデンサー

第26岡 750-AYRヒートポン

プ式パッケージ形エアコソデ

イツョナー
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標準のパッケージ形エアコソディショナーでは蒸気加熱器,電気

加熱器,温水加熱器を本体内部に組み込んで暖房を行っている｡こ

れに対して冷凍サイクルを逝サイクルにして暖房機として用いるこ

とは古くから知られており,大形冷凍機では一部実施されているが,

これは保守運転者が冷凍サイクルの切替えおよび調整を手動で行っ

ている0パッケージ形エアコンディショナーのように全自動運転さ

れ･簡単にだれでも操作のできる製品では,冷房暖房の切替え,調

整も自動化しなければならない｡したがって日立製作所においても

この簡単な切替自動化の研究と冷房と暖房の場合の冷凍サイクルの

平衡状態ならびに冬季外気温度の低い場合の起動などの技術的問題

につき数年来研究を重ね量産製品化したものがこの750-AYRヒー

トポソプ式/くッケージェアコンディショナーである｡

蒸気加熱器,電気加熱器,温水加熱器は単位熱量あたりのコスト

が高いばかりでなく蒸気や温水を使用する場合は蒸気や温水の製造

設備を必要とする｡これに反しヒートポソプ式パッケージ形エアー

コンディショナーの場合は,スイッチーつの操作でただちに冷房か

ら暖房へ,暖房から冷房へと切り替えることができるばかりでなく

同一の暖房熱量をうる場合の電力消費量は電気加熱器の約兢で済み

経済的である｡したがって地下水の豊富な冬季比較的気温の高い地

方の局所冷暖房装置として最も適した製品である｡

20･d･5 200-CRコンソール形エアコンディショナー

昨年度わが国で初めて市販した新製品であるが,35年度はさらに

改良を加えルームクーラーとパッケージの中間をゆくものとして好

評を博した｡おもな改良点としては,

(1)窓わくに取付けた場合の室内側奥行をさらに狭くして据付

面積を極度に小さくした｡

(2)騒音振動に対して改良改善を加えこの種エアコンディショ

ナとしては他に類を見ない静粛な運転をするようになった｡

(3)凝縮器側の面積を大きくし外気温度の高い場合や通風の悪

い所に据え付けた場合でも運転可能にした｡

(4)電気加熱器を取付けうる構造にした｡

などであるが･ルームクーラとパッケージの長所を取入れたこの製

品は斯界の好評を完全にかち得た｡

20.d.d ルームクーラー

小形の冷房装置としてのルームクーラーは家庭電気品7.2.2の項

を参照されたい｡

20･7 エレクトリック･エアクリーナ

空調設備としてエアクリーナが必要なことは数年来さけばれてき

たが,実際にそれを据付けてみて非常に有効なことが判然とした｡

すなわち,精密工業,塗装工場,そのほかのちりやほこりをきらう

工場,ビル,会議室,食堂,そのほか多数の人が集る所には欠くこ

とのできないものになり,エアクリーナの設置台数も非常に増加し

てきた0それに対処してビル用,汎用エアクリーナにさらに改良を

加え標準化した｡また→方ほかの冷暖房設備を取り付けた箇所にエ

アクリーナをつけ加えたい場合,それが容易にできるようにと,フ

アン付エアクリーナを新しく製作した｡これほパッケージタイプで

あり,どこにも簡単に据付けができ,好評を博している｡

20･7･】フアン付エアクリーナ

昭和36年度新製品としてそれぞれ25,50,75mソminの処理風

量を有し,集じん効率85%以上の高効率が得られるVCトお,VCF

-50･VCト75の3椀種を製作した｡弟27図ほVCF-75の外観を示

す｡

VCF形は集じんユニット,高 圧発生部,洗浄管,フィルタなど

をフアンとともに一体にして立形に組込んだもので,据付面積が小

さく,簡単に室内に設置することができる｡

第27図 VCF-75フアン付エ

アクリ
ーナ

第44巻 第1号

第28図 HA-HAAビル用エア

クリ
ーナ

操作は押ボタン式で運転ボタンを押すとフアンが回転し,同時に

電極に高圧が印加され･室内空気は下部ルーバより吸込まれ,除じ

ん,除菌されて上部ルーバから吹出すようになっている｡輪集じん

挨の処理は洗浄ボタンの操作により,電磁弁と連動して約7分間自

動洗浄を行なうD高圧に対する安全装置,保護装置は完備している｡

20･7･2 ビル用エアクリーナ

ビル用エアクリーナとして日本レーヨン株式会社にHA-HAA3

台を納入したoHALHAAは集じんユニットを2列8段に積み重ね

たものであり･90%以上の集じん効率で1,330m8/minの風量を処

理することができる0弟28図はHA-HAAの外観を示す｡

本機ほ幅1･5m･高さ5mの特殊な形状をしており,これを3台

並列に据付けて常時3台中2台を運転し,2,660m3/minの風量で工

場内の換気を行なう｡1台は予備として休止期間中に捕集じん挨の

洗浄処理を行ない･運転に備える0以上のダン/切替え,洗浄,粘

着剤散布･乾燥などの一連の動作は押ボタンの操作により自動的に

行なわれるように設 されている｡

なお本装置の前処理フィルタとしてはサランネットを使用してお

り,フィルタに推積Lたじん挨の処理はエアクリーナ洗浄管に付属

した前処理フィルタ用洗浄ノズルによりエアクリーナと同時に洗浄

が行なえる方法をとっている｡

20･8 サーモブロック

最近空気調和装置の普及とともに･簡易形暖房機としてパッケー

ジ形温風暖房機の需要が増加する傾向にある035年度にはまったく

独白の考案による斬新な温風暖房機｢日立サーモブロック｣を完成

し,PR-25形として市販した結果,好評を博した｡

36年度は･このPR-25形をさらに種々改良LたPS-30形(弟29,

30図)と新機種のPS-45形計2機種の本格的量産態勢にはいった｡

目立サーモブロックは全自動運転方式による強制式熱交換形油だ

き温風暖房機で外観および性能ともに従来の油だき温風暖房機の概

念を改め･エアコンディショナ並の高級化を図ったものであり,パッ

ケージタイプとしているため事務室はもちろんのこと銀行,商店,

劇場,ホテルなどまた研究室や温室など,その用途はきわめて広い｡

作用は暖房をほじめ･加湿･換気･室内空気の清浄化および夏期

送風運転を行うことができるなど･従来の暖房機に比べて広汎な空

調枚能を有しておりそのおもな特長は全ステルススチール製の

4Pass式熱交換器と燃焼空気予熱式オイルバーナとを装備してい
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第29図 PS-30日立サーモブロック外観図

るので,耐久性に富み燃焼および伝熱効 がすぐれ運転経費が低廉

であること,安全な全日動制御装置により無人運転ができること,

始動後の温風発生がきわめて迅速で,しかも排ガスが室内に放出さ

第30図 PS-30形日立サーモブロックの内部

れず衛生的であることおよび運転騒音が静粛であることなどであ

る｡

昭和3る年度における日立電線株式会社の社外寄稿の成果

(昭和35年11月～昭和36年10月)

昭和3d年度における日立電線株式会社の社外講演の成果

(昭和35年11月～昭和36年10月)
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